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はじめに

　当病院は，岡山県の北東部，兵庫
県と鳥取県に接する美作市の中心か
らやや南寄りに位置します．市の真
中を中国縦貫自動車道が貫き，南部
には美作三湯の１つ湯郷温泉を擁し
ています．当病院から眺めますと，
前を通る JR 姫新線と水田の向うは
三星山になります．この小山には，
春の山桜，夏の藤や躑

つ つ じ

躅，秋の紅葉，
冬の雪化粧と，四季折々の風情が見
られて，患者様や職員の心の安らぎ
になっています．人口32,400人の美
作市に３つある病院の１つとして，
当病院は地域医療の一端を担ってい
ます．

病院の沿革

　田尻病院は，創始者故田尻　保（昌
義）・初代理事長兼院長（昭和11年岡
山医大卒）が，昭和21年１月15日に，
岡山県英田郡美作町楢原（現在の美
作市楢原）に，田尻外科診療所を開
設したことに始まります．軍医とし
て働いた旧満州から復員して，第一
外科教室，榊原病院に勤務した後，
当地で開業したものです．昭和26年
２月に，同じ美作町内の明見（現在
地）に移転しました．昭和34年12月
に医療法人三水会を設立，昭和40年
５月に43床の田尻病院に改組しまし
た．当時，放射線科医と内科医の応
援を得て，胃・大腸のＸ線検査や胃
の内視鏡検査を行ってまいりまし
た．昭和42年６月に岡山県胃精密検
診委嘱施設に認定されました．昭和
47年４月に60床に増床し，同年11月
に特定医療法人に認可されていま
す．昭和48年12月に田尻昌三郎（現
理事長）が副院長・外科医長に就任，
昭和57年に窪田政寬（現病院長）が
内科医長に就任しました．昭和50年

11月に救急告示病院に認可されまし
た．その後，整形外科・循環器内科・
皮膚科・小児科（発達神経部門）・脳
神経外科の各教室から非常勤の医師
の派遣を受けています．平成２年に
基準看護の承認を受け，また岡山県
大腸精密検診委嘱施設に認定されま
した．昭和58年から84床で運営して
いましたが，介護保険法の施行に合
せて平成12年より，急性期50床，療
養型55床（医療型17床・介護型38床）
の合計105床になりました．さらに，
指定居宅介護支援事業所「介護相談
センターぽぷら」を併設して，訪問
看護・ショートステイなどの事業を
行っています．

病院の理念

　現理事長が次のように定めていま
す．
①　職員全員で地域医療に貢献する

ことを基本理念と致します．
②　患者の皆様を中心に人間味溢れ

る，心温まる医療環境を提供し，
看護サービスを致します．
③　他の医療機関と連携協力して良
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い医療に努めます．
④　医療技術の向上に努力致します．

診療の実際

　当院の医療圏は，美作市内の他，
西の勝田郡勝央町，久米郡美咲町，
あるいは東の兵庫県佐用町も含まれ
ています．創設当初から手術症例が
とても多くありましたが，医療の高
度化で麻酔科専門医が必要となり，
胃・十二指腸潰瘍はほとんど内科的
治療となり，胆石症も腹腔鏡下手術，
あるいは内視鏡的十二指腸乳頭切開
術などが行われるようになり，この
ため当院の手術症例は減少していき
ました．一方，消化器疾患は岡山大
学消化器内科の応援を得て，中でも
内視鏡検査を年間，上部消化管406
例，下部消化管165例（平成20年）行
っており検査が楽だったと患者様に
好評です．肝・胆・膵疾患の超音波
検査とＸ線 CT 検査も行っていま
す．循環器疾患の患者様は年々増加
して，循環器内科教室から派遣の２
人の専門医が多忙を極めています．
市内でも数少ない循環器内科専門医
療機関として地域に欠かせない存在
です．整形外科も高齢者の脊椎圧迫
骨折や大腿骨頚部骨折などで需要が

年々増しています．また，地元の女
子サッカーチームの湯郷ベルのスポ
ーツドクターとして健診など行って
いて，派遣の専門医２人も多忙です．
皮膚科は，老人性乾皮症や寝たきり
の患者様の褥瘡，薬疹，アレルギー
疾患など専門医の治療が必要な多く
の患者様がいます．小児科は小児疾
患全般の診療や予防接種のほか癲癇
の患者様など長期にコントロールし
ています．脳神経外科は脳梗塞をは
じめ，あらゆる脳疾患のＸ線 CT 写
真で判断できる範囲でのチェックを
しています．心臓血管外科は閉塞性
動脈硬化症，大動脈瘤，下肢静脈瘤
などの診断・治療を行っています．
美作市医師会の医療機関から多くの
患者様を紹介してもらっています．

おわりに

　当病院は，常勤医が少ないため岡
山大学の多くの教室から応援を受け
ています．さらに最近の厳しい医師
の供給事情から津山中央病院と独立
行政法人国立病院機構岡山医療セン
ターからも不定期に非常勤医師を派
遣してもらっています．この場を借
りて厚く御礼申し上げます．津山市
まで約30分の距離ですが，地元の人

々は各専門医の高いレベルの診療が
受けられる当病院に信頼を寄せてく
れています．
　また，市内や近隣の市町村の医療
機関ともよく連携してきました．今
後とも二次救急医療機関として，来
る者は拒まずの姿勢で地域医療に役
立ちたいと考えております．
　最後に，創始者故田尻　保が昭和
35年に発表した論文，およびその関
連の増田睦郎博士の論文などを参考
文献といたします．
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